
 

令和４年度 発達障がいに関する実態調査の結果について 
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１ 調査目的 

  県内の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校における発達障がいのある児童・生徒に

関する実態を把握して、今後の各学校における特別支援教育推進のための基礎資料とする。 

 

２ 調査方法 

調査用紙を各学校に配布し、各項目について、医師の診断や臨床心理士、児童相談所等の

専門機関の判定を受けている児童生徒数（高等学校にあっては医師の診断のある生徒数）を

調査した。 

 

３ 調査時期 

小学校・中学校・義務教育学校・高等学校   令和４年（2022年）９月 

                      （令和４年８月 31日現在） 

 

４ 調査対象 

（１）長野県公立小・中・義務教育学校児童生徒 

小学生    99,341人              

中学生    52,031人               

合 計   151,372人 

 

（２）長野県公立高等学校生徒 

全日制       39,632人 

                        定時制        1,610人 

                        通信制        1,652人 

                    合 計    42,894人 

 

（参 考） 

調査結果における「対全体比」の母数については、毎年５月に実施している学校基本調

査の数値を使用した。 

 

 



５ 小・中学校における発達障がいに関する実態調査の結果について(令和４年８月31日現在) 

（１）ＬＤ（学習障害）                        （単位：人） 
年 度 小学校 中学校 合 計 対全体比 

平成 15年度 81 33 114 0.06% 
令和元年度 205 181 386 0.24% 

２年度 177 208 385 0.25% 
３年度 193 202 395 0.26% 
４年度 173 186 359 0.24% 

 

（２）ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）                 （単位：人） 
年 度 小学校 中学校 合 計 対全体比 

平成 15 年度 359 104 463 0.24% 
令和元年度 1,056 672 1,728 1.09% 

２年度 987 734 1,721 1.10% 
３年度 943 702 1,645 1.07% 
４年度 855 653 1,508 1.00% 

 

（３）ＡＳＤ（自閉症スペクトラム障害）                （単位：人） 
年 度 小学校 中学校 合 計 対全体比 

平成 15年度 217 39 256 0.13% 
令和元年度 2,953 1,398 4,351 2.74% 

２年度 2,940 1,501 4,441 2.84% 
３年度 3,078 1,551 4,629 3.00% 
４年度 3,166 1,599 4,765 3.14% 

※自閉症スペクトラム障害には、広汎性発達障害、高機能自閉症、アスペルガー症候群を含む。 
 

（４）その他 （複数の発達障がい、ＯＤＤ（反抗挑戦性障害））      （単位：人） 
年 度 小学校 中学校 合 計 対全体比 

平成 15年度 3 0 3 0.00% 
令和元年度 1,368 572 1,940 1.22% 

２年度 1,679 728 2,407 1.54% 
３年度 1,790 973 2,763 1.79% 
４年度 1,989 1,165 3,154 2.08% 

  ※平成 28 年度から複数の発達障がいの診断・判定を受けている児童・生徒数の調査を新たに加えた。  
 

（５）合 計                             （単位：人） 
年 度 小学校 中学校 合 計 対全体比 

平成 15年度 660 176 836 0.43% 
令和元年度 5,582 2,823 8,405 5.29% 

２年度 5,783 3,171 8,954 5.73% 
３年度 6,004 3,428 9,432 6.12% 
４年度 6,183 3,603 9,786 6.46% 

 
 

（６）診断・判定を受けている児童生徒の在籍学級             （単位：人） 

 小学校 中学校 合 計 
合計 6,183 3,603 9,786 
通常学級 2,346 (37.9%) 1,439 (39.9%) 3,785 (38.7%) 
特別支援学級 3,837 (62.1%) 2,164 (60.1%) 6,001 (61.3%) 

 
 

○ 小・中・義務教育学校全体における発達障がいの診断・判定を受けている児童生徒 

の割合は 6.46％となっており、平成 15年度の調査開始から毎年増加している。 

  ○ ＡＳＤや複数の発達障がい等の診断を受けている児童生徒の増加率が高い。 

 

 

 



６ 高等学校における発達障がいに関する実態調査の結果について(令和４年８月31日現在) 

（１）医師の診断のある生徒 

① ＬＤ(学習障害)                         （単位：人） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 
平成 19年度 12 7 － 19 0.04% 
令和元年度 69 16 0 85 0.18% 

２年度 80 16 0 96 0.21% 
３年度 92 13 2 107 0.24% 
４年度 82 13 4 99 0.23%  

 

② ＡＤＨＤ(注意欠陥多動性障害)                  （単位：人） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 
平成 19 年度  59 11 －  70 0.14% 
令和元年度 269 50 2 321 0.68% 

２年度 295 45 5 345 0.76% 
３年度 292 43 12 347 0.79% 
４年度 302 51 7 360 0.84%  

 

③ ＡＳＤ(自閉症スペクトラム障害)                 （単位：人） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 
平成 19年度 63 24 － 87 0.17% 
令和元年度 415 129 19 563 1.20% 

２年度 428 119 24 571 1.25% 
３年度 448 113 29 590 1.34% 
４年度 439 120 30 589 1.37% 

※自閉症スペクトラム障害には、広汎性発達障害、高機能自閉症、アスペルガー症候群を含む。  
 

④ その他 （複数の発達障がい、ＯＤＤ（反抗挑戦性障害）等）     （単位：人） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 
平成 19年度 4 4 － 8 0.02% 
令和元年度 270 191 51 512 1.09% 

２年度 308 161 64 533 1.17%   
３年度 368 166 68 602 1.37% 
４年度 446 188 93 727 1.70%  

 

⑤ 合計                                                          （単位：人） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 
平成 19年度 138 46 － 184 0.36% 
令和元年度 1,023 386 72 1,481 3.15% 

２年度 1,111 341 93 1,545 3.39% 
３年度 1,200 335 111 1,646 3.74% 
４年度 1,269 372 134 1,775 4.14%  

 

⑥ 医師の診断を受けている生徒が在籍する学校数           （単位：校） 

年度 全日制（全学校数） 定時制（全学校数） 通信制（全学校数） 
平成 19年度 58（93） 15（22） － 
令和元年度 79（79） 17（18） 2（2） 

２年度 78（79） 18（18） 3（3） 
３年度 78（78） 18（18） 3（3） 
４年度 78（78） 18（18） 3（3）  

  ※令和２年度より長野西望月サテライト校(通信制)を１校としてカウント。 

 



（２）スクリーニングにより、特別な支援が必要と思われる生徒数     （単位：人） 

年度 全日制 定時制 合計 対全体比 
平成 19年度 264 83 347 0.67% 
令和元年度 1,034 236 1,270 2.79% 

２年度 1,051 221 1,272 2.90% 
３年度 1,025 217 1,242 2.93% 
４年度 1,152 212 1,364 3.31% 

 

※スクリーニングとは、チェックシート等を用いて生徒の行動等を観察するもの。 

※通信制については、課程の特性により調査の対象外とした。 

 

○ 高校における医師による発達障がいの診断を受けている生徒の割合は 4.14％となっ 

ており、平成 19年度の調査開始から毎年増加している。 

  ○ 複数の発達障がい等の診断を受けている生徒の増加率が高い。 

   ○ すべての高校に、発達障がいの診断のある生徒が在籍している。 
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